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匿

ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
が
開
会
前
の
練
習
に
余
念
が
　

， Ｉ

な

い
。

松
川
九
、
滝
廉
太
郎
九
、
舟
橋
九
、
富
山
城

九
、
荒
城
の
月
九
。

５
雙
の
舟
が
春
陽
に
輝
く

松
川
を
ゆ
る
や
か
に
す
べ

っ
て
く
る
。
そ
れ
ぞ

れ
表
情
の
違
う
船
が
、
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で

い
た
。

午
前
ｌｏ
時
、
司
会
の
高
瀬
桂
子
さ
ん
の
開
会

宣
言
と
共
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴
り
響
い
た
。

い
よ
い
よ
、
松
川
遊
覧
船
の
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
。

富
山
観
光
遊
覧
船
的
社
長
中
村
孝

一
氏
が
、

「水
の
都
富
山
を
観
光
名
勝
の
ひ
と
つ
に
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
商
工
会
議
所
副

会
頭
の
金
尾
力
松
氏
が
、
「富
山
が
誇
る
立
山
連

峰
の
背
後
景
観
を
十
三
分
に
生
か
し
た
魅
力
あ

る
観
光
事
業
と
し
て
の
松
川
遊
覧
船
に
心
よ
り

期
待
す
る
」
と
会
頭
馬
瀬
清
亮
氏
の
祝
辞
を
披

露
し
た
。
ま
た
、
衆
議
院
議
員
綿
貫
民
輔
氏
、

富
山
県
知
事
中
沖
豊
氏
、
富
山
県
観
光
連
盟
会

長
馬
瀬
清
亮
氏
、
富
山
第

一
ホ
テ
ル
社
長
笹
山

梅
治
氏
、
北
日
本
新
聞
社
長
深
山
栄
氏
よ
り
電

報
が
届
き
、
遊
覧
船
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
福
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
富
山
県
観
光
連
盟
事
務
局
長
森
谷

義

一
氏
、
富
山
市
商
工
労
働
部
観
光
課
主
幹
小

俣
浩
氏
、
富
山
商
工
会
議
所
副
会
頭
金
尾
力
松

氏
、
日
本
交
通
公
社
富
山
支
店
長
堀
田
晃
令
氏
、

富
山
観
光
遊
覧
船
い
社
長
中
村
孝

一
氏
に
よ
り

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
行
進
曲

「錨
を
上
げ
て
」
が
演
奏
さ
れ
、

セ
レ
モ
ニ
ー

を
盛
り
上
げ
た
。

ミ
ス
織
姫
益
山
め
ぐ
み
さ
ん
、
ミ
ス
お
ら

っ

ち

ゃ
祭
り
中
福
和
恵
さ
ん
に
よ
り
、
船
頭
さ
ん

の
代
表
と
し
て
、
藤
田
清
五
郎
さ
ん
、
布
村
幸

作
さ
ん
に

「安
全
に
気
を

つ
け
て
頂
張

っ
て
く

だ
さ
い
」
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。
さ

っ
そ
く

松
川
遊
覧
船
第

１
号
船
に
は
、
紅
葉

ヶ
丘
幼
稚

園
の
園
児
２。
人
が
保
母
さ
ん
と

一
緒

に
未
り
こ

ん
だ
。
国
児
ら
は
、
瞳
を
輝
か
せ
て
川
の
中
の

鯉
を
指
さ
し
、
あ
る
い
は
小
旗
を
ふ

っ
て
橋
か

ら
見
下
ろ
す
見
物
客
た
ち
を
喜
ば
せ
た
。
同
時

に
彫
刻
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド

に
沿

っ
て
、
和
会

（代

表
家
城
和
歌
子
さ
ん
）
の
方

々
‐ｏＯ
名
に
よ

っ
て

お
わ
ら
が
披
露
さ
れ
、
趣
き
を
添
え
た
。

揃

い
の
紫
の
法
被
姿
の
船
頭
た
ち
が
自
在
に

竿
を
操
り
、
春
の
松
川
を
行
き
交
う
舟
に
、
次

々
と
人

々
が
乗
り
こ
ん
で

い
っ
た
。

い
つ
も
見

慣
れ
た
松
川
に

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
、
そ
の

好
奇
心
と
期
待

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
乗
船
場

へ
降
り
て
い
く
人

々
。
小
さ
な
子
ど
も
の
手
を

ひ
く
人
、
自
転
車
で
お
使

い
に
行
く
途
中
の
人
、

大
の
散
歩

に
で
て
き
た
人
…
い
つ
も
の
松
川
に

舟
が
走
る
の
を
見

つ
め
る
瞳
が
あ

っ
た
。

「と
で
も
さ
わ
や
か
だ

っ
た
ね
Ｌ
桜
が
咲

い
た

ら
素
敵
だ
ろ
う
ね
Ｌ
雪
兄
舟
に
も
乗

っ
て
み
た

い
」
日
々
に
言

い
な
が
ら
舟
か
ら
あ
が

っ
て
く

る
人

々
の
表
情
に
満
足
感
が
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
松
川
観
光
遊
覧
船
は

ス
タ
ー
ト

し
た
。
春
は
美
し

い
桜
並
木
の
ト
ン
ネ

ル
を
く

ぐ
り
、
夏

に
は
ひ
と
と
き
の
涼
を
求
め
、
秋
に

は
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
で
も

例
を
み
な

い
市
街
の
中
の
オ
ア
シ
ス

・
松
川
、

水
の
都
富
山
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
多
く
の
人

々
を
楽
し
ま
せ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
ぬ
）


